
安八豪雨(9.12豪雨災害)
昭和51年（1976）9月12日

　9月12日に岐阜県安八郡安八町の長良川堤防
が決壊したことから、この日付で呼ばれています
が、決壊箇所の地名をとって「安八豪雨」ともい
われます。河川整備が進む中で、一級河川の堤
防が決壊したことは、関係者に大きなショックを
与えました。

　昭和51年9月7日から岐阜県内で降り始めた雨は、台風17号
の影響を受けて、翌9月8日から14日にかけて、1,250㎜という記
録的な豪雨を降らせました。岐阜県の長良川流域では、昭和
34?36年の３年間連続して大規模な洪水・降雨を経験していま
すが、１日あるいは2日間の最大雨量や総雨量（忠節上流）な
ど、いずれも過去の出水をはるかに超える記録となっていま
す。水防活動は木曽三川の木曽・長良・揖斐川および支川の各
所で活発に行われましたが、9月12日午前10時28分、長良川右
岸の安八町森部で堤防が50ｍにわたって決壊しました。決壊し
た堤防から流れ込んだ水は瞬く間に広がり、約1,200世帯に浸
水被害を及ぼしました。
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